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◎ 伊佐市の財政状況

◎ 平成 23 年　伊佐市消防出初式



　
 

　平成 21 年度の一般会計決算が 12 月の市議会で認定されました。一般会計の決算
の規模は、歳入 161 億 6,010 万円、歳出 157 億 3,938 万円となっています。歳入と
歳出の差し引き額は、4 億 2,072 万円です。これには、翌年度に繰り越すべき財源の
8,967 万円が含まれていますので、これを除いた実質収支は、3 億 3,105 万円となります。
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　　　　　民生費

142,003 円

　　　
　　　　　総務費

78,971 円

　　　
　　　　　借金返済

70,925 円

　　　
　　　　　衛生費

53,095 円

　　　
　　　　　商工費

51,700 円

　　　
　　　　　教育費

42,954 円

　　　
　　　　　農林水産業費

35,635 円

　　　
　　　　　消防費

18,749 円

　　　
　　　　　土木費

17,764 円

　　　
　　　　　議会費

5,008 円

　　　
　　　　　災害復旧費

2,363 円

　  労働費

698 円

歳出　157 億 3,938 万円

民生費
42 億 9,928 万円

　27.3％

総務費
23 億 9,092 万円

　15.2％

労働費
2,113 万円　0.1％

商工費
15 億 6,527 万円

　9.9％

議会費
1億 5,161 万円　1.0％

消防費
5億 6,764 万円　3.6％

災害復旧費
7,155 万円　0.5％土木費

5億 3,781 万円　3.4％

教育費
13 億 47 万円

　8.3％

農林水産業費
10 億 7,888 万円

　6.9％

衛生費
16 億 750 万円

　10.2％

歳出
157億 3,938 万円

義務的
経費
47.2％

その他の
経費
37.7％

投資的経費
15.1％

公債費
21 億 4,732 万円　13.6％

基準　Ｈ 22.03.31
30,276 人

市民一人あたりのサービス内訳

人件費     26 億　  566 万円

生活支援経費 　26 億 7,084 万円

借金返済 　21 億 4,732 万円

合　計 　74 億 2,382 万円

普通建設事業費       23 億  　454 万円

内
　
訳

   教育（耐震等）　  7 億 8,763 万円

道路等整備 　  7 億 4,686 万円

その他 　    7 億 7,005 万円

災害復旧事業費 　　　    7,154 万円

合　　計 　23 億 7,608 万円

物件費 　13 億 1,868 万円

維持補修費 　　　    9,193 万円

補助費等          12 億 6,963 万円
一部事務組合
負担金（消防等）　10 億 3,224 万円

積立金 　     6 億 3,474 万円

出資金・貸付金 　　　      2,287 万円
医療会計等への
           繰出金 　15 億 6,939 万円

合　　計     59 億 3,948 万円



　

 

伊佐市の財政状況
平成 21 年度決算

市    税
29 億 3,170 万円　18.1％

歳入
161億 6,010 万円

地方譲与税
2億 3,216 万円　1.4％

県支出金
10 億 9,004 万円

　6.7％

国庫支出金
28 億 172 万円

　17.3％

市    債
8 億 3,590 万円　5.2％

地方交付税
63 億 3,447 万　39.2％

分担金及び負担金
2億 1,091 万円　1.4％

寄付金　   
1,608 万円　0.1％

諸収入
1億 9,134 万円　1.2％

使用料及び手数料
2億 3,871 万円　1.5％

繰入金　
3億 3,219 万円　2.1％

財産収入
6,280 万円　0.4％

繰越金　5億 2,359 万円　3.2％

自主財源
27.9％

依存財源
72.1％
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歳入　161 億 6,010 万円
交付金等
３億 5,849 万円　2.2％

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源

依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源

地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均衡を調整し、国民が

　　　　　　受ける基本的な行政サービスが住む場所によって差のないようにするため、地方公共団体

　　　　　　の財政状況に応じて交付されるお金で、国から地方への仕送りと言われている

市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金

国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県から交付されるお金

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費（生活支援経費）など、支出しなければならない経費

投資的経費　道路建設などのように、社会資本の形成に向けられる経費

公 債 費　これまで借り入れた市債などの返済に係る経費（借金返済）

一般会計



ISA City Public Relations  2011.02.01　　4

寒
川
勝
視
（
第
10
分
団
長
）

川
越
君
夫
（
諏
訪
班
団
員
）

鬼
塚
末
人
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

古
川
晴
朗
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

内
山
豊
年
（
麓
班
団
員
）

木
ノ
上
修
（
崎
山
班
団
員
）

○
県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

川
﨑
幸
二
（
第
８
副
分
団
長
）

澤
津
寿
久
（
湯
之
尾
分
団
副
分
団
長
）

作
道
泰
宏
（
堂
崎
班
班
長
）

道
川
内
睦
男
（
崎
山
班
班
長
）

下
城
正
剛
（
北
部
分
団
班
長
）

緒
方
新
一
郎
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

山
﨑
亮
二
（
川
南
分
団
副
分
団
長
）

牟
田
浩
一
（
白
木
班
部
長
）

土
瀬
戸
修
（
中
央
班
部
長
）

橋
口
博
文
（
白
木
班
班
長
）

沖
田
義
博
（
馬
場
班
班
長
）

谷
口
和
彦
（
本
城
分
団
班
長
）

竹
原
研
二
（
川
南
分
団
班
長
）

中
島
速
男
（
青
木
班
団
員
）

吉
満
清
司
（
青
木
班
団
員
）

井
立
田
正
（
尾
之
上
班
団
員
）

寺
師
友
明
（
平
出
水
班
団
員
）

園
田
辰
三
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

脇
迫
修
二
（
北
部
分
団
団
員
）

米
満
陽
一
（
下
手
分
団
団
員
）

大
野
美
智
人
（
中
央
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

10
年
勤
続

寺
地
史
生
（
牛
尾
班
班
長
）

長
岡
達
朗
（
土
瀬
戸
班
班
長
）

坂
口
泰
宏
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

池
畑
悟
史
（
上
町
班
団
員
）

亀
居
修
一
（
水
ノ
手
班
団
員
）

森
山
誠
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

橋
本
貴
宏
（
平
出
水
班
団
員
）

吉
松
直
樹
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

丸
山
春
樹
（
北
部
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

大
野
道
治
（
中
央
分
団
団
員
）

【
平
成
23
年
消
防
出
初
式
表
彰
】

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

竹
原
研
二
（
川
南
分
団
副
分
団
長
）

吉
野
克
彦
（
第
６
副
分
団
長
）

長
岡
慎
一
（
土
瀬
戸
班
部
長
）

森
山
裕
樹
（
大
口
自
動
車
班
班
長
）

川
口
俊
二
（
白
木
班
班
長
）

前
田
茂
寿
（
崎
山
班
班
長
）

左
近
充
誠
（
本
城
分
団
班
長
）

山
下
信
一
（
徳
辺
分
団
班
長
）

亀
割
浩
介
（
本
城
分
団
班
長
）

濱
田
健
二
（
石
井
班
団
員
）

　新春恒例の伊佐市消防出初式が 1 月 9 日、伊佐市文
化会館でありました。雨のため屋内での開催となりま
したが、消防職員や団員、約 400 人が防火・防災への
意気込みを示し、決意を新たにしました。
　また、当日は消防団活動に功績のあった方々への
表彰も行われ、次の方々が受章されました。（敬称略、
階級は受章時のもの）

平成 23 年 伊佐市消防出初式

【
平
成
22
年
表
彰
】　

平
成
22
年
４
月
15
日

○
退
職
消
防
団
員
報
償
（
銀
杯
）

１
号
（
25
年
以
上
勤
続
）

大
迫
和
成
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

櫻
井
孝
宏
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

國
玉
守
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

上
田
茂
樹
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

２
号
（
15
年
以
上
25
年
未
満
勤
続
）

藤
井
和
三
郎
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

田
﨑
徳
文
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

鈴
木
聖
治
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

折
小
野
昭
男
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

上
下
公
三
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

竪
山
文
雄
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

山
之
氏
利
行
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

米
元
均
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

上
村
利
広
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

緒
方
修
一
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

中
尾
義
秀
（
第
６
分
団
長
）

飯
田
利
美
（
第
９
分
団
長
）
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長
岡
秀
光
（
小
木
原
班
団
員
）

棈
松
良
平
（
目
丸
班
団
員
）

宮
原
功
（
徳
辺
分
団
団
員
）

大
野
美
智
人
（
中
央
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

退
任
消
防
後
援
会
長

東
哲
郎
（
元
町
班
）

丸
田
盛
弘
（
郡
山
班
）

沖
田
操
（
堂
崎
班
）

30
年
勤
続
章

内
野
伸
郎
（
第
７
分
団
長
）

湯
之
上
安
美
（
篠
原
班
団
員
）

山
畑
稔
（
郡
山
班
団
員
）

三
日
市
純
一
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

田
﨑
新
次
（
麓
班
団
員
）

25
年
勤
続
章

坂
元
義
廣
（
徳
辺
分
団
長
）

古
川
剛
（
本
城
分
団
長
）

堂
園
郁
夫
（
下
手
分
団
長
）

長
野
久
明
（
中
央
分
団
副
分
団
長
）

久
森
敏
朗
（
曽
木
班
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

野
平
榮
一
（
第
８
副
分
団
長
）

住
吉
真
人
（
堂
崎
班
班
長
）

東
郷
五
則
（
中
央
分
団
班
長
）

下
原
和
幸
（
目
丸
班
班
長
）

棈
松
茂
博
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

岡
野
秀
司
（
麓
班
団
員
）

鹿
倉
和
長
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

15
年
勤
続
章

森
義
信
（
第
４
分
団
長
）

左
近
充
誠
（
本
城
分
団
班
長
）

山
下
信
一
（
徳
辺
分
団
班
長
）

亀
割
浩
介
（
本
城
分
団
班
長
）

宮
原
功
（
徳
辺
分
団
団
員
）

塩
屋
空
海
（
中
央
分
団
団
員
）

棈
松
良
平
（
目
丸
班
団
員
）

永
吉
勇
治
（
目
丸
班
団
員
）

横
山
和
行
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

今
堀
賢
治
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

長
野
吉
泰
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

長
谷
川
雄
二
（
堂
崎
班
団
員
）

10
年
勤
続
章

早
水
貴
志
（
青
木
班
部
長
）

高
濱
毅
（
元
町
班
部
長
）

赤
崎
清
照
（
諏
訪
班
部
長
）

亀
澤
茂
生
（
篠
原
班
部
長
）

丸
田
博
敏
（
郡
山
班
部
長
）

井
手
下
武
浩
（
山
野
自
動
車
班
班
長
）

帆
北
浩
志
（
石
井
班
班
長
）

沖
田
芳
博
（
中
央
班
班
長
）

原
水
勝
巳
（
篠
原
班
団
員
）

竹
内
義
人
（
中
央
班
団
員
）

亀
園
幸
範
（
本
城
分
団
団
員
）

吉
永
計
一
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

小
原
治
男
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

山
下
博
敏
（
川
南
分
団
団
員
）

神
薗
剛
太
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

森
田
誠
（
上
町
班
団
員
）

今
村
浩
二
（
上
町
班
団
員
）

中
村
浩
久
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

栗
巣
義
朗
（
平
出
水
班
団
員
）

迫
幸
博
（
白
木
班
団
員
）

長
野
彰
（
白
木
班
団
員
）

永
峰
昭
二
（
中
央
班
団
員
）

岡
崎
芳
照
（
中
央
班
団
員
）

大
友
則
人
（
曽
木
班
団
員
）

柿
ノ
迫
友
則
（
曽
木
班
団
員
）

児
島
信
一
郎
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

児
玉
省
作
（
馬
場
班
団
員
）

○
団
長
表
彰
（
５
年
勤
続
章
）

帖
佐
誠
（
目
丸
班
班
長
）

村
元
正
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

藏
原
こ
れ
あ
き
（
里
町
班
団
員
）

成
政
禎
一
（
中
央
分
団
団
員
）

西
口
雄
貴
（
青
木
班
団
員
）

宮
田
充
朗
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

大
宮
司
博
志
（
牛
尾
班
団
員
）

池
本
信
吾
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

前
田
康
経
（
小
木
原
班
団
員
）

柿
木
伸
一
（
平
出
水
班
団
員
）

山
口
貴
士
（
平
出
水
班
団
員
）

田
代
晃
一
（
堂
崎
班
団
員
）

奥
薗
誠
一
（
堂
崎
班
団
員
）

稲
森
久
人
（
土
瀬
戸
班
団
員
）
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どんな人たちなの？

あなたの地区の 

民生委員・児童委員・主任児童委員

　児童福祉を専門に担当する民生委
員・児童委員です。行政機関の業務に
協力し、児童福祉関係機関や施設との
連絡調整、民生委員・児童委員への支
援・協力を行います。

主任児童委員

（平成 22 年 12 月１日現在）伊佐市民生委員・児童委員及び主任児童委員名簿
地区 氏　　名 住　　所 電　話 担当地区

大
　
　
　
口

 東元町・下元町・稲荷町
 辻　茂子  里 2273 － 1 � 0270  上新町・上町・上八坂中央・上八坂・上八坂東・八坂団地

 大田・高柳
 川畑　先道  大田 1082 � 5701  高校裏・木崎・浜里・川島・神池
 森田　一則  目丸 153 － 1 � 6461  水ノ手・千束松
 大山　洋武  篠原 690 － 7 � 3161  陣之尾・山ノ口・大道・緑ヶ丘
 水野　昭信  里 1596 － 47 � 0751  上原田・原田・国ノ十・一の山・忠元
 柿川　裕子  上町 12 － 9 � 6922  里町・とどろ・井手原
 髙村　裕子  上町 8 － 15 � 3362  仲町・八坂町

 元町実業・上元町・中元町
 梅田　なおみ  里 3120 － 6 � 8144  中戸切・西戸切・東戸切・戸切

 図師　美和  里 2830 － 5 � 0054
 貯木場・朝日団地・朝日団地西・高校西・朝日町・朝日団地
 東・朝日ヶ丘・青木ヶ島

 伊東　軍生  上町 13 － 9 � 1851  西本町・西水流
 江口　一光  里 1365 － 1 � 3798  小水流・広岡・あたご・コヅルニュータウン
 有村　知子  里 1892 � 0780  諏訪馬場・上ノ馬場・桜ノ馬場・元町団地

 永井　辰夫  青木 2275 － 1 � 9609
 新青木・上青木西・上青木東・上青木中・中山・多々良石・
 改星の里

 舞薗　順子  青木 851 － 2 � 2348  下青木
 松尾　千代子  原田 573 － 57 � 7279  西原・永尾・西永尾・農林高通
 園田　正  目丸 529 � 2234  上目丸・中目丸・下目丸・目丸団地
 松ヶ迫　憲二  篠原 2014 － 2 � 0723  篠原・舟ノ川・松ノ口
 山中　和代  木ノ氏 1272 － 8 � 1640  一ノ渡瀬・木ノ氏・上木ノ氏・笹野
 田中　絹子  牛尾 1251 － 59 � 4139  永野原・奈良野・白ヶ谷・鉱業所
 大宮司　扶美子  牛尾 990 － 1 � 4571  牛尾
 入木田　常美  大田 1615 － 2 � 3361  郡山・郡山団地
 小牛尾　朋子  牛尾 1541 － 1 � 1168  ☆主任児童委員
 鶴丸　幸恵  里 1636 － 1 � 4195  ☆主任児童委員

山
　
　
　
野

 中村　ミヨ子  小木原 645 � 3466  小木原上
 伊藤　重徳  小木原 545 － 158 � 2523  小木原東・小木原上中
 後田　滿子  小木原 1046 －ロ � 0214  小木原中・停車場
 今村　孝二  小木原 1421 � 9032  小木原下・春村・こっがら団地
 中村　義人  山野 5020 － 1 � 5257  境目・仲町・堺町
 三浦　數雄  山野 5276 － 1 � 7267  本町・本山野・上松
 竹本　茂  山野 4718 － 2 � 3382  上之馬場
 川原　美惠子  山野 4476 � 0416  下之馬場
 岩下　忠志  山野 2459 � 3144  尾之上・井立田
 渕上　正人  山野 1892 － 2 � 3085  荒平・小川内
 小辻　秋男  小川内 93 � 3225  竹屋敷・五女木・高原

 石井・押野々・三日月
 布計

 向井野　末治  山野 835 � 8209  平原・渕辺・平原前
 栗巣　悟  平出水 1424 � 8369  平出水中央・向江
 小原　恵一  平出水 2051 � 9247  平出水上・折小野・日東・馬鍬水流
 吉野　克彦  小木原 688 � 0059  ☆主任児童委員

　色々な相談に応じ
ますので、気軽にご
相談ください。

※名簿の空白欄は、現在まだ委員が決定
　しておりません。
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問い合わせ先　市福祉事務所社会支援係　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２６７・１２６８
　　　　　　　伊佐市社会福祉協議会　　　　　　　　　菱刈本社：☎�４１２０　大口支所：☎�００１１

地区 氏　　名 住　　所 電　話 担当地区

羽
　
　
　
月

 一ノ宮　貢  鳥巣 686 － 15 � 8773  園田・鳥巣上・鳥巣下
 上原　浩  鳥巣 1558 � 8924  冨士・松木原
 御書　春子  大島 846 � 0421  大島北・大島南
 岩切　信一  下殿 146 � 7157  上ノ馬場・山之口・上ノ馬場上
 山之内　満男  下殿 65 � 1831  並木・麓町・包ノ原
 立本　則利  白木 645 � 3071  白木
 岩元　一郎  下殿 716 － 334 � 3422  須原・湯ノ谷・萩谷
 曽山　忠  下殿 835 － 159 � 2845  駅前
 神領　孝明  金波田 1041 � 3358  堂崎・金波田上・金波田下
 堂園　孝志  下殿 1571 � 7190  下殿・髙津原・竜石
 帖佐　小代子  宮人 639 － 11 � 2667  大住・下ノ木場・日ノ出
 山下　幸子  宮人 1763-3 � 2618  宮人・八代
 白坂　一豊  川岩瀬 978 － 7 � 2544  川岩瀬・崎山東
 橋口　恭子  田代 195 � 2465  崎山・馬渡・福川
 溝口　民哉  田代 1344 � 2405  辺母木・田代
 福山　美津子  白木 1313 － 90 � 5067  山之神・豊原・押ヶ段・月野・富ヶ丘・勝負ヶ段
 亀澤　冨紀子  田代 188 � 2314  ☆主任児童委員

西
　
太
　
良

 宮脇　和生  曽木 522 － 2 � 2900  後村・城下
 杦崎　妙子　  曽木 1261 � 1338  曽木・諏訪・山城
 冨永　芳信  曽木 2802 － 3 � 2169  中央・荻原・門前
 高木　正人  曽木 3646 － 1 � 1040  川西・針牟田・深川
 下鶴　マサ子  針持 1166 － 2 � 2439  土瀬戸・田原
 緒方　芳義  針持 4394 － 2 � 1412  高野・小谷・馬場・笠松
 中村　悦子  針持 3518 � 2201  堂山・高塚
 山口　久志  針持 1854 � 2358  田代・釘野々
 小路　紀子  針持 3271 － 1 � 2626  西方・山神・屋敷段
 田淵　洋一  曽木 1537 � 2400  ☆主任児童委員

菱
　
　
　
刈

 末原　三重  南浦 932 � 3303  永池・小川添・柳野
 扇園　義人  南浦 1835 － 1 � 3405  楠原上・楠原下・岩坪
 酒匂　知惠子  荒田 3486 － 2 � 0223  場ノ木・西川・本城町
 徳田　良和  南浦 255 � 2313  本城麓・本城宇都・瓜之峰・瓜之峰住宅
 山之内　正行  荒田 2648 － 2 � 0490  青木元
 永田　忠  荒田 3546 － 3 � 5067  親交今市・今市前田・比良・荒田上・島内
 西俣　勝弘  荒田 4079 � 1047  荒田下・大峰・下荒田
 上野　すみ子  川南 359 � 1003  町舟津田上・荒瀬・町船津田下
 園田　里志  川南 1109 � 2559  湯之元・鵜泊・山下
 山下　純子  川北 189 － 5 � 2846  平沢津・猶原・小原松山

 鎌田　健一  川北 2451 � 0402
 川北麓全・川北宇都・愛都・北俣・滝ノ上・湯之尾新町・北
 俣団地・湯之尾団地

 永吉　アツ子  川北 2970 � 1453  築地全
 山下　弘  前目 2813 － 2 � 2926  共進
 大山　リエ  田中 1428 － 3 � 3920  五色・新川・新拓・弓掛・楠本
 脇迫　利行  徳辺 2471 � 3820  千鳥・徳辺上
 大塚　次男  田中 1617 � 3968  小路・下馬場・桜馬場・徳辺下
 前畑　よし子  前目 3650 － 5 � 2466  山田・大山口・山田中原・中野

 伊東　公美  前目 2390 � 5711
 前目上・前目中・前目下・前目宇都・前目住宅・プレジール
 新菱

 武　睦子  前目 2103 � 1474  前目麓・内之宮・上内之宮
 ニ渡　昇  前目 4580 － 2 � 1674  新町・停車場・麓後・菱刈ハイツ・成政住宅
 前田　アツ子  前目 1842 － 8 � 1045  本町・下名
 伊伏　チヨ子  下手 3019 － 2 � 2668  下手全
 平瀬　信雄  重留 220 � 1606  重留南・重留東
 満田　純三  重留 1282 － 27 � 1614  重留西
 上原　すゞ子  花北 566 － 1 � 4287  花北全・薬師一部
 坂口　京子  市山 750 � 4779  薬師・下市山・ウッドタウン菱刈
 知識　義秀  田中 915 － 2 � 3643  田中上・田中中・田中下
 梅ヶ谷　郁代  市山 1147 � 1370  上市山・東市山・産野
 茅原　眞理子  前目 2399 � 1395  ☆主任児童委員
 福田　十二子  下手 3249 － 1 � 4198  ☆主任児童委員

　社会奉仕の精神のもとに、
住民の相談に応じて援護を
行う、社会福祉の増進に努
めるボランティアです。

民生委員

　児童の健全育成、個別援
助、子育て支援などを行い
ます。児童委員は民生委員
が兼任しています。

児童委員
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行政からのお知らせ

　４月から伊佐会場の「出張年金相談」が「予約制」になります。
　相談を希望する人は、「加治木年金事務所お客さま相談室」に予約してください。

※市では予約受付を行いません。
予約・問い合わせ先　加治木年金事務所お客さま相談室　　　　　　☎０９９５・６２・３５１１

　今年の春から本格的に、メディポリス指宿（指宿市）に九州で初めて「がん粒子線治療研究セン
ター」が開業します。鹿児島県では、がんの先端的治療研究所の拠点と位置づけ、がん粒子線治療
の普及・啓発に取り組んでいます。
粒子線治療とは？
　がんの治療を目的として行われる放射線治療のひとつで、がんを切らずに治療できる治療法とし
て注目されています。粒子線治療は、水素イオンなどの粒子線を用いて、がん病巣のみを集中的に
破壊する治療法で、全国的に関心が高まっている最先端のがん治療法です。
○病巣のみをピンポイントで破壊できるため、正常範囲への損傷が少ない
○働きながらの通院でも治療が可能
○速やかな社会復帰が可能
　等のメリットがあります。しかし、全てのがんに粒子線治療ができる訳ではありません。
治療について
　１回の治療時間は治療室に入ってから 20 分～ 30 分程度で、ベッドに横になっているだけです。
実際に照射するのは数分程度で、熱や痛みを全く感じることなく、受けられる治療です。
　照射回数（治療期間）は、がんの種類や大きさによって異なります。
問い合わせ先　財団法人メディポリス医学研究財団がん粒子線治療研究センター

　　　　　　　　　　　　     【患者様相談窓口】☎０９９３・２４・３４５６

年金相談が予約制になります

ピアニスト田村緑 の

「おんがくの種まきコンサート」開催

がん治療の新たな取り組み

日　　時　２月 26 日（土）開演：14 時　開場：13 時 30 分～
会　　場　伊佐市文化会館大ホール
入 場 料　全席自由　▽一般　　　　　　 1,000 円
　　　　　　　　　　▽高校生以下　　　　500 円
　　　　　　　　　　▽親子券（100 組）   1,300 円
　　　　　　　　　　　（一般１人と高校生以下２人まで）
　　　　　※当日券はそれぞれ 200 円増。未就学児童は無料です。
チケット取扱　伊佐市文化会館、大口ふれあいセンター、菱刈いきがいセンター
　誰もが一度は耳にしたことのある珠玉の名曲の数々をお楽しみください♪
問い合わせ先　伊佐市文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�６３２０
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平成 23 年 伊佐市成人式

Let's  create  my  story  wity  hope.

　　１月３日、伊佐市文化会館で“2011 伊佐市成人
式”が新成人 290 人余りの参加で行われました。

　 式典開始前には、晴れやかな着物や凛々しい
スーツを身につけた新成人が会場入り口やロ
ビーで久しぶりに再会した友人との会話に花

をさかせていました。
　　式典のオープニングは、伊佐市青年団による“伊佐流

ソーラン”の演舞で始まり、新成人の皆さんは式辞
や祝辞を真剣な表情で聞き入っていました。また、
小・中学校の思い出の写真や恩師からのビデオ

レターが映し出されると、会場には歓声が上が
り昔のできごとや思い出を懐かしんでいました。

　　 記念写真撮影後、会場の外でも別れを惜しむように写
真を撮ったりメールの交換を行う姿が見られました。
　将来の伊佐市をになう若者たちに期待したいものです。
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元気に帰っておいで

第 32 回菱刈剣道大会

　川内川右岸下手付近で、元気なナベヅル４
羽の姿が確認されました。出水へ向かう途中、
伊佐の地で休憩でしょうか。稲刈りの終わっ
た水田で寄り添いながら羽を休め、しばらく
すると大きな空へ飛び立ちました。
　飛来したナベツルのインフルエンザ感染が
確認された出水市では必死の防疫に努めてい
ますが、伊佐市でも感染拡大を防ぐため消毒
を行なっています。被害がこれ以上広がらな
いよう、また来年、元気なツルの姿がみられ
るようご協力をお願いします。

巫女の舞

　大口上町の八坂神社で 12 月 25 日、小学生
の巫女（みこ）４人が、祈りに訪れた参拝客
を前に祈願舞を奉納する、祇園祭がありまし
た。扇と鈴を手に、太鼓や笛の音にあわせて、
ゆっくりと舞う優雅な姿に、訪れた人々も、
しばらく時間を忘れ見入っていました。

　１月 10 日、第 32 回菱刈剣道大会が、菱
刈農業者トレーニングセンターで行われまし
た。県内外から集まった 97 チームの少年・
少女剣士の気合の入った試合に、保護者など
の熱い応援も加わり、センター内は寒さを忘
れるほどの熱気に包まれました。
　試合結果は次のとおりです。

【小学生男子の部】
優　勝　鹿児島ＫＭＫ
準優勝　日当山剣道Ａ
第３位　南月少年剣道クラブＡ
第３位　国分広瀬道場

【小学校女子の部】
優　勝　垂水武道館
準優勝　出水剣友Ａ
第３位　富隈剣道スポーツ少年団
第３位　松元剣道スポーツ少年団Ａ
【中学生男子】
優　勝　南月少年剣道クラブＡ
準優勝　隼人中学校
第３位　高尾野中学校Ｂ、皇徳寺中学校
【中学校女子】
優　勝　あさぎり翔成館
準優勝　鹿児島ＫＭＫ
第３位　武中学校、栗野中学校Ａ　　

　1 月 17 日、伊佐市と社団法人鹿児島県公共嘱託登記
土地家屋調査士会ならびに鹿児島県土地家屋調査士会は、
災害時の応急対策の協力に関する協定を結びました。
　この協定の締結によって、専門性を活かした応急対策
業務の展開が可能になり、本市の防災体制を更に高める
ことが期待されます。

みんなの財産守る !頼もしい助っ人



ま ち
の 話 題

11　　広報いさ  2011.02.01

瑞宝双光章 瑞宝双光章 旭日単光章

2010 年　秋の叙勲

2010 年世界農林センサス功績者
農林水産大臣表彰

ネギらい !!豊作を祈って

日本PTA全国協議会
会長表彰

鹿児島県民表彰

　12 月 20 日、まごし館前の交差点で「年末
年始交通安全運動」の一環として、市内ネギ
農家から提供していただいた金山ネギを配布
する“ネギらい作戦”が行われました。
　寒い朝でしたが、交通安全協会の会員など、
135 人の参加で実施され、行き交う車のドラ
イバーにネギを手渡し交通安全を呼びかけま
した。

　１月 14 日、羽月地区の金波田・堂崎地区
で“もぐら打ち”がありました。
　今年一年の豊作を願い田畑からもぐらを追
い出すよう農家の庭先で「もぐら打ちゃ　と
がなし　もぐらびんたうっがれ　餅ちょくれ
んな　打ってぇくれんど　粟餅いらんで　米
餅ちょくいやんせ」と子どもたちが大きな声
で歌い、竹の先にわらを巻いた“ほて”で地
面をたたきながら近隣の家をまわりました。

谷下政一さん
（薬師・51 歳）

緒方郁夫さん
（曽木・78 歳）

新屋敷紀念さん
（上青木東・70 歳）

福留常夫さん
（新町・84 歳）

樽木輝雄さん
（前目下・78 歳）

児玉宗孝さん
（馬場・82 歳）

有村周雄さん
（諏訪馬場・74 歳）

　
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
の
功
績
に
表
彰
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市

民
意
識
調
査
報
告
　
―
10
回
目
―

　「
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
男
女
の
地
位

の
平
等
感
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　「
社
会
全
体
、
家
庭
生
活
、
職
場
、

学
校
教
育
の
場
、
自
治
会
等
の
地
域
社

会
、
政
治
の
場
、
法
律
や
制
度
上
、

社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き
た
り
な

ど
」
で
の
男
女
の
地
位
の
平
等
感

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
学
校

教
育
の
場
」
に
お
い
て
平
等
感
を

持
っ
て
い
る
割
合
が
66
・
３
％
と

最
も
高
く
、「
社
会
通
念
・
習
慣
・

し
き
た
り
な
ど
」
に
お
い
て
は

40
・
５
％
が
不
平
等
感
を
強
く
感

じ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
ま
た
、
男
女
別
に
見
る
と
す
べ

て
の
項
目
に
お
い
て
、
女
性
よ
り

男
性
の
方
が
平
等
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
、
年
代
別
に
お
い
て
は
、

若
い
世
代
で
不
平
等
を
感
じ
て
い

る
項
目
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
　

    
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

「
男
女
の
地
位
の
平
等
感
」

性
サ
ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に

な
っ
て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
２
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

事
例
紹
介

【
相
談
事
例
】
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル

　
平
成
22
年
12
月
、
80
代
の
伊
佐
花
子

さ
ん
（
仮
名
）
に
1
本
の
電
話
が
き
ま

し
た
。「
Ａ
社
の
〇
〇
で
す
。
お
宅
に

だ
い
だ
い
色
の
イ
ル
カ
の
つ
い
た
封
筒

は
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
お
宅

に
届
い
て
い
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
届
い
て
い
た

の
で
電
話
を
す
る
と
、「
う
ち
の
会
社

で
今
、
外
国
紙
幣
が
非
常
に
欲
し
い
の

で
す
が
、
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
の

で
、
あ
な
た
が
買
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
私

が
二
倍
の
値
で
交
換
し
ま
す
。
他
に
欲

し
い
と
言
う
人
が
い
て
も
絶
対
に
譲
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
今
度
は
Ｂ
社
か
ら

電
話
が
あ
り
、「
私
も
外
国
紙
幣
が
欲

し
い
の
で
す
が
…
」
Ａ
社
と
同
じ
内
容

の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
Ａ
社
の
〇
〇

さ
ん
よ
り
、「
Ｃ
社
に
、
イ
ラ
ク
紙
幣

は
あ
と
ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る
か
聞

い
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の

で
、
聞
い
て
み
る
と
、「
と
て
も
売
れ

行
き
が
よ
く
て
、
あ
と
１
４
０
枚
く
ら

い
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
い
っ

非常に平等になっている
あまり平等になっていない 全く平等になっていない 無回答

かなり平等になっている 少し平等になっている

ぱ
い
で
な
く
な
り

そ
う
で
す
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
Ａ
社
に
電
話
を
す
る
と
「
あ
な
た
に

１
０
０
枚
買
っ
て
も
ら
え
た
ら
非
常
に

助
か
る
ん
で
す
が
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

Ｃ
社
に
電
話
を
す
る
と
「
１
４
０
枚
全

部
ま
と
め
て
買
っ
て
く
れ
た
ら
〇
百
万

円
で
手
を
打
ち
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
Ａ
社
の
〇
〇
さ
ん
は
「
い
く

ら
で
も
欲
し
い
。
私
の
会
社
は
外
国
紙

幣
を
買
う
た
め
の
資
金
を
１
４
０
億
準

備
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、

全
部
買
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
午
後
３
時
前
の
こ
と
で
し
た
。
Ａ
社

の
〇
〇
さ
ん
か
ら｢
今
な
ら
お
金
を
下

ろ
す
の
に
間
に
合
い
ま
す
よ｣

と
言
わ

れ
、
慌
て
て
郵
便
局
に
行
っ
て
、
Ｃ
社

に
送
金
し
ま
し
た
。
2
～
3
日
す
る
と

Ｃ
社
か
ら
イ
ラ
ク
紙
幣
と
契
約
書
が
届

き
ま
し
た
。
Ａ
社
の
〇
〇
さ
ん
が
お
金

を
持
っ
て
イ
ラ
ク
紙
幣
と
交
換
に
来
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
う
と

う
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

伊
佐
花
子
さ
ん
は
、
や
っ
と
お
か
し
い

な
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
実
際
に
伊
佐
市
で
あ
っ
た
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。
何
社
も
登
場
す
る
劇
場
型
で
す
。

（
　
　
　
　
　
　
　  

）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

社会全体

家庭生活

自治会等の地域社会

社会通念・習慣・しきたりなど

職場

政治の場

学校教育の場

図表：それぞれの項目において男女の地位は平等になっているか

法律や制度上

0 20 40 60 80 100

2.3％ 4.1％

3.1％ 4.0％

6.7％ 4.6％

3.9％ 6.6％

4.6％ 4.1％

5.3％ 4.5％

7.8％ 2.1％

1.9％ 6.7％

24.7％ 33.1％ 24.6％ 11.2％

23.6％ 10.0％

21.5％ 17.7％

10.6％ 21.0％

24.6％ 13.9％

27.1％ 16.1％

22.9％ 16.4％

33.8％ 13.8％

25.8％

29.4％

26.3％

33.1％

26.8％

28.6％

27.5％

29.3％

22.7％

32.2％

21.3％

19.5％

22.3％

16.3％
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
２
３

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
う
」

「
以
前
は
あ
っ
た
興
味
に
関
心

が
わ
か
な
い
」「
名
前
が
出
て

こ
な
く
な
っ
た
」
な
ど
・
・
・

そ
の
症
状
は
「
年
の
せ
い
」
だ

け
で
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。

認
知
症
と
は
？

　
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働

き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、
生
活

す
る
上
で
支
障
が
で
て
い
る
状

態
を
さ
し
ま
す
。

　
種
類
も
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
」「
脳
血
管
性
認
知

症
」
な
ど
、
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
初
期
で
あ
れ
ば
薬
で
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。（
＊
ビ
タ

ミ
ン
不
足
や
脳
腫
瘍
な
ど
の
病

気
で
一
時
的
に
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た

認知症 について

め
に
・
・
・

　「
認
知
症
の
本
人
に
自
覚
が

無
い
」
は
間
違
い
で
、
最
初
に

気
付
く
の
は
本
人
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
不
安
に
陥
り
、

そ
の
結
果
ま
わ
り
の
人
と
の
関

係
が
損
な
わ
れ
、
家
族
も
疲
れ

き
っ
て
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
何
？

　
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
暖
か
く
見
守
り
、

支
援
す
る
、
認
知
症
の
人
や
家

族
の
「
応
援
者
」
で
す
。
伊
佐

市
で
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
出
前
講
座
」
に
よ
り
、
約

７
０
０
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
が
目
じ
る
し
の
サ
ポ

ー
タ
ー
が
、
皆
さ
ん
の
ま
わ
り

に
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

　
認
知
症
の
基
礎
や
、
認
知
症
の
人
の
家
族
か
ら
の
話
し
が

聴
け
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
♪

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
20
日
（
日
）
13
時
～
16
時
　

　
　
　
　
受
付
　
12
時
30
分
～

場
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師
　
水
流
凉
子
氏
（
㈳
認
知
症
の
人
と
家
族

　
　
　
　
の
会
　
鹿
児
島
県
支
部
代
表
）

内
　
容
　
認
知
症
の
基
礎
に
つ
い
て

　
　
　
　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の
思
い

対
象
者

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
（
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
２
月
２
日
（
水
）
～
10
日
（
木
）

※
会
場
の
都
合
上
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
お
断

　
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー【

大
口
】
☎
�
２
３
７
７

【
菱
刈
】
☎
�
１
３
０
７

★
こ
の
講
座
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

　
か
ね
て
実
施
し
ま
す
。		
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レ シ ピ

　「
ひ
と
り
な
ら
何
で
も
い
い
わ
」

と
、
こ
れ
は
母
の
台
詞
。
父
に
夕

食
の
ほ
か
に
晩
酌
の
つ
ま
み
を
作

る
母
は
、
一
日
中
、
食
事
づ
く
り

に
追
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
父
は
、
即
席
の
カ
ッ
プ
焼

き
そ
ば
に
、
薬
味
・
ソ
ー
ス
・
お
湯
を

す
べ
て
同
時
に
入
れ
、
蓋
を
す
る
よ
う

な
人
で
「
男
子
、
厨
房
に
入
ら
ず｣

は

父
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
言
葉
で
す
。

　
最
近
、
社
会
的
に
も
自
立
し
た
女
性

が
増
え
、
男
性
が
食
事
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

今
の
若
い
人
の
中
で
、「
男
子
が
厨
房

に
入
る
」
事
に
何
の
抵
抗
も
な
い
人
が

多
い
の
は
、
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
。

　
で
は
、
私
の
父
親
世
代
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
父
が
一
人
暮
ら
し
に

な
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
彩
り
の
少

な
い
お
弁
当
を
味
気
な
く
食
べ
て
い
る

姿
が
浮
か
ん
で
切
な
く
な
り
ま
し
た
。

ヘ
タ
で
も
い
い
か
ら
、
何
か
自
分
で
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
父
に

男
性
の
料
理
教
室
の
話
を
し
て
み
ま
し

た
…
。

　
会
員
は
20
人
ほ
ど
で
、
2
か
月
に
1

回
、
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
か
ら
料

〈材　料〉　４人分
さつまいも　　　　　　　中１個
ごま油　　　　　　　　　大さじ１
酒　　　　　　　　　　　大さじ２
塩　　　　　　　　　　　小さじ 1/2
すりごま　　　　　　　　大さじ１

※男性料理教室メニューより

　
①さつまいもは、７～８ミリ太さの棒状に
　切り、水にさらす。
②①の水気をふき取り、ごま油を敷いたフ
　ライパンで炒める。
③油がまわったら、酒をふり、ふたをして
　蒸し焼きにする。
④いもに火がとおったら、塩・すりごまを
　ふりかけてまぶす。

〈作り方〉

さつまいも の
中華蒸し

なかなかの

手際よさ

さ
つ
ま
い
も
の
中
華
蒸
し

｢ 男子厨房に入らず？ ｣

理
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
趣
味
の

た
め
の
料
理
教
室
で
は
な
く
、
男
性
が

料
理
を
学
ぶ
こ
と
で
健
康
な
暮
ら
し
と

日
常
生
活
の
自
立
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
調
理
講
習
と
試

食
会
の
ほ
か
に
健
康
体
操
や
栄
養
指
導

な
ど
健
康
に
関
す
る
学
習
の
場
も
あ
っ

て
半
日
の
コ
ー
ス
。
興
味
の
あ
る
人
は

市
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　「
厨
房
に
入
ら
ず
」
世
代
が
、
マ
イ

エ
プ
ロ
ン
に
マ
イ
包
丁
で
集
う
男
性
の

料
理
教
室
「
う
ん
ま
か
塾
」。
お
じ
様

た
ち
の
包
丁
さ
ば
き
に「
あ
っ
ぱ
れ
！
」

ひ
と
つ
で
す
。

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.04
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
そうはいかない 　佐野洋子
　母と息子、母親と私、見栄っぱりの女友だち、
離婚した美女…。自らの周りにいる愛すべき変人
奇人たちを独特の文体で活写した傑作 33 篇。イ
ラストレーションも多数収録。『IBM  USERS』
等掲載に加筆修正。　

【２月の休館日】
２月  ７日（月）・   14 日（月）
　　 21 日（月） ・  28 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 26 日（土）　10:30 ～
場　所　大口図書館

【図書館へ献本】
永山保雄さん　　　（尾之上）
藏原これあきさん　（井手原）　

【　児　童　】
メルストーン館の不思議な窓 ダイアナ・ウィン・ジョーンズ
おにはそと せなけいこ
もりのねこ あべ弘士
トリゴラスの逆襲 長谷川隼平
おじいちゃんが、わすれても… 大塚篤子

【　一　般　】
モルフェウスの領域 海堂尊
3652 伊坂幸太郎エッセイ集 伊坂幸太郎
男嫌いの姉と妹 佐藤雅美
やぶへび 大沢在昌
白いしるし 西加奈子

イラスト：長尾美紀さん
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

住所 : 伊佐市大口小木原 899TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

太陽光発電  設置中
広告

住宅エコポイント延長
リフォーム・新築

内窓・複層サッシ・
断熱工事・節水型トイレ・

高断熱浴槽で
最大３０万ポイント！

ぞくぞくと申請中です！

伊
佐
・
農
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
一
次
産
業
と
他
産
業
が
連
動
し
た
産
業
活

力
再
生
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
「
農
林
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
～
17
時
30
分

場
　
　
所
　
伊
佐
森
林
組
合

参
加
費
　
無
料

定
　
　
員
　
先
着
50
人

内
　
　
容
　
基
調
講
演
・
菌
打
ち
体
験
等

申
込
期
限
　
２
月
４
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
振
興
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
４
・
２
２
４
５

ス
テ
ッ
プ
創
立
10
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
　
ラ
イ
ブ
ス
テ
ッ
プ
２
０
１
１

日
　
　
時
　
２
月
19
日
（
土
）
14
時
開
演

　
　
　
　
　
開
場
　
13
時
30
分
～

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

出
　
　
演

　
ス
テ
ッ
プ
の
子
ど
も
た
ち
、
夢
げ
ん
太
鼓
、

和
太
鼓
ハ
ヤ
ブ
サ
（
大
口
小
学
校
）、
演
劇

集
団
非
常
口
、
打
楽
衆
バ
サ
ラ
　
な
ど

　
市
で
は
、
県
弁
護
士
会
か
ら
弁
護
士
を
派

遣
し
て
も
ら
い
、
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
法
律
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
、

専
門
的
な
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
市
総
務
課
行
政
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

日
　
　
時
　
２
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
　
　
所

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
大
口
支
所

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
４
・
１
１
１
５

無
料
法
律
相
談

「
伊
佐
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
（
案
）」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

　
市
で
は
、「
伊
佐
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ

の
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見

を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

閲
覧
期
間

　
2
月
7
日
（
月
）
～
３
月
８
日
（
火
）

閲
覧
場
所

▽
市
役
所
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）

▽
市
建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
市
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
伊
佐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

　
る
人

○
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

　
人

応
募
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
意
見
を

記
入
し
３
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
等
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
建
設
課
住
宅
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
２
７
・
２
２
２
８

�
１
２
０
２

juutaku@
city.isa.lg.jp

　
伊
佐
市
食
育
推
進
協
議
会
で
は
、
食
育
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て
「
伊
佐
市
食

育
推
進
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
　
　
師
　
福
司
山
エ
ツ
子
氏

　（
鹿
児
島
県
食
育
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
振
興
係
　
　
　
　
☎
�
１
３
６
５

伊
佐
市
食
育
推
進
講
演
会
の
開
催

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方
式
の
年

　
金

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

　
除

○
手
厚
い
政
策
支
援
、
保
険
料
に
国
庫
補
助

　
も
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
農
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く

　
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会
　
　
　
　
　
☎
�
１
５
７
１

農
業
者
の
皆
さ
ん
、

老
後
の
備
え
は
農
業
者
年
金
で
安
心

問
い
合
わ
せ
先

障
害
児
・
者
余
暇
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ス

テ
ッ
プ
」　
　
　
　
　
　
　   

☎
�
５
３
０
８

市
福
祉
事
務
所
障
害
者
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
５
・
１
２
６
６
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あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
明
る
く
住
み

よ
い
伊
佐
市
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
　
時
　

2
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
50
分

　
　
　
　
　
受
付
9
時
～

会
　
　
場

　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　

「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い
」
開
催

幼
稚
園
教
諭
嘱
託
員
募
集

募
　
集

広告

グループホーム　職　員　募　集　中
元気で明るい方 （若い方大歓迎！） 

詳しくはハローワークへお問い合わせ下さい。
運営会社 株式会社 ハヤシ商事 　　　担当者　中濱
住所 伊佐市大口里 853 番地２   電話 （0995）2　2－8840

ガーデンハウス 忠元

職
務
内
容

　
幼
稚
園
業
務
及
び
教
育
委
員
会
総
務
課
長

が
必
要
と
認
め
る
事
項

勤
務
日
数
　
年
間
２
３
０
日
程
度

勤
務
時
間
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

報
　
　
酬
　
月
額
１
５
６
、８
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、

　
通
勤
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勤
務
場
所
　
本
城
幼
稚
園

雇
用
期
間
　
平
成
23
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
平
成
24
年
3
月
31
日

※
た
だ
し
更
新
あ
り
。

募
集
人
員
　

1
人

応
募
資
格

　
採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
人
。

①
昭
和
35
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3
年
4
月

　
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人
（
平
成

　
23
年
3
月
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
）

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
人

④
健
康
で
責
任
感
が
あ
る
人

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
1
通
を
2
月
21
日
（
月
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

2
月
21
日
（
月
）
ま
で
必
着
）

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
　
　
☎
�
１
５
１
２

広告

２月2 1日（  月）～   ３月1 3日（  日）

３月16日（  水）  ～     ４月   3日（  日）

伊
佐

祭
り

場所：やました陶器店
     （鹿児島興業信用組合様よこ）

お問合せ　伊佐市商工会女性部  TEL 22-0224
場所：まごし館ロビー

午前 11:00 ～午後 5:00

午前 9:00 ～午後 9:30 ※休館：毎週火曜

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
入
園
を
希
望
さ
れ

る
人
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
３
歳
児
～
５
歳
児
（
平
成
17
年
４
月
２
日

～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

保
育
時
間
　
８
時
30
分
～
15
時

※
延
長
保
育
可
・
相
談
に
応
じ
ま
す
。

そ
の
他

　
大
口
東
小
校
区
外
の
子
ど
も
も
入
園
で
き

ま
す
。

　
２
月
５
日
（
土
）
に
保
護
者
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
大
口
東
幼
児
学

級
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
東
幼
児
学
級
　
　
　
　
☎
�
６
１
４
５

大
口
東
幼
児
学
級
園
児
募
集

　
伊
佐
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支

援
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と
で
は
、
次
の
と
お
り

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
　

　
　
　
　
　
受
付
18
時
～

場
　
　
所

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
　
演
　

　「
認
知
症
へ
の
理
解
を
目
指
し
て
」

講
　
　
師
　
永
田
浩
三
氏
（
栗
野
病
院
長
）

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
や
ひ
と☎

�
８
０
０
０

第
３
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
伊
佐
市
立

　
ひ
し
か
り
保
育
園
　
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
」

○
小
・
中
学
校
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優

　
秀
作
品
朗
読

○
講
演
会
　

　
講
師
：
井
上
從
昭
氏
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

　
　
　
　
派
「
妙
行
寺
」
住
職
）　
　

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
２
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広告

　
県
で
は
、
平
成
23
年
度
の
県
営
住
宅
の
空

き
家
待
ち
順
位
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
募
集
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
登
録
順
位
に
従
っ
て
空
き
家
の
紹
介

を
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
名

　
朝
日
団
地
、
八
坂
団
地
、
高
校
西
団
地
、

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
団
地

申
込
期
間
　
２
月
７
日
（
月
）
～
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　
９
時
～
17
時

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く

抽
選
日
　
３
月
10
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
　
㈱
南
日
ホ
ー
ム
大

口
支
所
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
３
８
７
０

県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
者
募
集

職
務
内
容

　
図
書
の
貸
し
出
し
・
読
み
聞
か
せ
・
館
内

整
理
な
ど
図
書
に
関
す
る
業
務

勤
務
日
数
　
年
間
２
２
０
日
程
度

勤
務
時
間
　

8
時
15
分
～
16
時
45
分

賃
　
　
金
（
日
額
）

▽
司
書
免
許
な
し
：
５
、５
０
０
円

▽
司
書
免
許
あ
り
：
６
、０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、

　
通
勤
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勤
務
場
所
　
菱
刈
地
区
小
学
校

雇
用
期
間

学
校
巡
回
図
書
員
募
集

　
平
成
23
年
4
月
1
日
～
平
成
24
年
3
月
31

日
（
8
月
は
雇
用
中
断
）

※
た
だ
し
更
新
あ
り
。

募
集
人
員
　

1
人

応
募
資
格

　
採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
人
。

①
昭
和
35
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5
年
4
月

　
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
人

③
健
康
で
責
任
感
が
あ
り
、
図
書
に
興
味
を

　
持
っ
て
い
る
人

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
1
通
を
2
月
21
日
（
月
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

2
月
21
日
（
月
）
ま
で
必
着
）

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
　
　
☎
�
１
５
１
２

業
務
内
容

　
学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
児
童
・

生
徒
の
教
育
支
援
を
担
任
教
諭
の
指
示
の
も

と
行
う
。

勤
務
日
数
　
年
間
２
０
０
日
程
度

※
原
則
と
し
て
小
・
中
学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
13
時
30
分

賃
　
　
金
　
時
給
９
０
０
円

応
募
資
格

伊
佐
市
立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教

育
支
援
員
募
集

①
伊
佐
市
内
及
び
近
郊
市
町
村
に
お
住
ま
い

　
で
普
通
自
動
車
免
許
取
得
の
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
を
有

　
す
る
人

③
②
に
準
じ
た
能
力
を
も
ち
、
子
供
と
接
す

　
る
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る

　
人

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
1
通
を
２
月
21
日
（
月
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

2
月
21
日
（
月
）
ま
で
必
着
）

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係
　 

☎
�
１
５
３
２

　
県
立
農
業
大
学
校
で
平
成
23
年
度
農
業
機

械
化
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
を
希
望

す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
２
月
18
日
（
金
）

研
修
回
数
　
年
間
６
回
程
度

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
農
政
課
農
政
係☎

�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
６

平
成
23
年
度
農
業
機
械
化
研
修
受
講

の
募
集
に
つ
い
て
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誕
　
生

 

（
12
月
１
日
～
12
月
26
日
受
付
分
）

柏
原
　
優ゆ

う羽
（
幸
司
・
岩
坪
）

諏
訪
　
蒼そ
う
ま馬
（
巧
三
・
土
瀬
戸
）

中
村
　
將ま
さ
る琉
（
美
由
紀
・
井
立
田
）

中
山
　
誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
朗
（
誠
司
・
里
町
）

永
里
　
璃り
の
ん音
（
隆
宏
・
春
村
）

橋
脇
　
柚ゆ

か果
（
礼
・
上
元
町
）

古
川
　
幹み
き
ろ
う朗
（
新
一
朗
・
上
元
町
）

前
野
　
佑ゆ
う
た太
（
洋
次
朗
・
上
元
町
）

村
岡
　
悠ゆ
う
だ
い大
（
俊
男
・
重
留
東
）

（
12
月
１
日
～
12
月
28
日
受
付
分
）

大
口
地
区

赤
崎
　
ト
ミ
　
　
　
86
　（
青
木
ケ
島
）

池
田
　
フ
ジ
ノ
　
　
91
　（
永
野
原
）

浦
上
　
久
子
　
　
　
87
　（
小
水
流
）

岡
元
　
つ
ね
　
　
　
85
　（
西
水
流
）

神
園
　
裕
利
　
　
　
37
　（
陣
之
尾
）

久
保
　
ナ
ミ
　
　
　
88
　（
木
崎
）

坂
口
　
幸
子
　
　
　
77
　（
牛
尾
）

白
尾
　
サ
サ
子
　
　
86
　（
国
ノ
十
）

米
元
　
ヨ
シ
子
　
　
87
　（
大
田
）

山
野
地
区

牛
野
　
田
佳
子
　
　
83
　（
小
木
原
上
中
）

坂
本
　
シ
ヅ
　
　
　
98
　（
春
村
）

白
坂
　
チ
ヱ
子
　
　
87
　（
平
出
水
中
央
）

吉
田
　
マ
ス
オ
　
　
89
　（
向
江
）

羽
月
地
区

阿
蘇
谷
　
連
閤
　
　
81
　（
山
之
口
）

上
園
　
信
久
　
　
　
63
　（
宮
人
）

坂
元
　
郁
子
　
　
　
76
　（
宮
人
）

嶋
　
徹
　
　
　
　
　
74
　（
鳥
巣
下
）

島
田
　
政
治
　
　
　
85
　（
園
田
）

竹
村
　
毅
　
　
　
　
78
　（
湯
ノ
谷
）

遠
矢
　
末
吉
　
　
　
97
　（
大
島
北
）

富
永
　
隆
雄
　
　
　
86
　（
冨
士
）

服
部
　
シ
ズ
カ
　
　
87
　（
八
代
）

肥
實
　
弘
　
　
　
　
75
　（
山
神
）

平
野
　
キ
ヨ
子
　
　
84
　（
大
島
南
）

西
太
良
地
区

上
森
　
ツ
ユ
子
　
　
84
　（
針
牟
田
）

田
畑
　
勇
孝
　
　
　
86
　（
曽
木
）

菱
刈
地
区

赤
迫
　
文
雄
　
　
　
71
　（
共
進
）

内
園
　
シ
ヅ
ノ
　
　
94
　（
青
木
元
）

大
牟
田
　
鉄
男
　
　
90
　（
啓
明
園
）

竹
原
　
ヨ
シ
　
　
　
88
　（
前
目
中
）

竹
牟
礼
　
ツ
ヤ
子
　
85
　（
徳
辺
上
）

谷
口
　
未
　
　
　
　
86
　（
薬
師
）

中
尾
　
忠
　
　
　
　
85
　（
五
色
）

中
尾
　
チ
ト
　
　
　
85
　（
五
色
）

古
川
　
忠
昭
　
　
　
56
　（
岩
坪
）

米
満
　
範
之
　
　
　
93
　（
楠
原
下
）

　

訂
正
と
お
詫
び

変
更
の
お
知
ら
せ

　
広
報
い
さ
１
月
1
日
号
19
頁
の

「
誕
生
」
で
、
千
田
龍
馬
（
浩
一
・
千

鳥
）
さ
ん
の
ル
ビ
を
誤
っ
て
記
載
い

た
し
ま
し
た
。
正
し
く
は
千
田
龍り
ょ
う
ま馬

さ
ん
で
す
。

　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
１
月
15
日

号
８
頁
の
「
休
日
在
宅
の
お
医
者
さ

ん
」
で
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り

ま
し
た
。

休
日
在
宅
の
お
医
者
さ
ん

２
月
13
日
（
日
）

つ
よ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
）　
↓

永
田
診
療
所
（
内
）

【
今
月
の
表
紙
】

　
布
計
地
区
に
行
く
途
中
に
あ
る
“
つ

ら
ら
”
で
す
。
今
年
は
、
例
年
に
無
く

寒
い
日
が
続
い
て
い
た
の
で
、
大
き
な

“
つ
ら
ら
”
を
期
待
し
て
見
に
行
く
と
、

長
さ
１
ｍ
程
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
手
で
は
、
年
末
か
ら
の
積
雪
が
残

っ
て
い
る
所
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
そ
う
で
す
が
、「
冬
の
伊
佐
」

な
ら
で
は
の
風
景
で
す
。

　

　

　６月１日から、すべて
の住宅に住宅用火災警報
器の設置が義務付けられ
ます。

※悪質な訪問販売（不適正
　な価格販売等）にご注意
　ください。

問い合わせ先
伊佐湧水消防組合消防本
部予防課　☎�０１１９

住宅用火災警報器の
設置はお済みですか？
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Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
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w
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info@
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あ

す
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印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H23.1. １現在（前月比）

総人口　30,032 人　  （－   23）
　男　　13,838 人　  （－   ４）
　女　　16,194 人　  （－   19）
世帯数　14,281 世帯  （－   14）

◆ ◆

ふ る さ と 特 派 員

問い合わせ先　東海伊佐会　　　☎０５２・７３６・２６２２（新屋迄）
　　　　　　　市地域振興課・定住促進係　　☎�１３１１○内　１２５５

会員募集中 !! 会員登録してくださる人を随時募集します。
ご紹介も大歓迎です。

　
月
２
回
の
広
報
紙
発
行
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
く
る
ん
で
す
。
編
集
作
業
の
中
の
「
読

み
合
わ
せ
」、
誤
字
脱
字
が
な
い
か
確
認
が

大
変
。
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
は
お
詫
び
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
失
礼
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
許
し
く
だ
さ
い
。
一
番
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
名
前
、「
誕
生
・

お
く
や
み
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
特
に
慎
重
に
確

実
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
今
月
は
仕
事
抜
き
の
特
別
な
思
い

で
そ
の
ペ
ー
ジ
を
見
つ
め
ま
し
た
。‘
お
く

や
み
’
に
掲
載
さ
れ
た
友
人
の
名
が
心
を
締

め
付
け
ま
す
。
読
み
あ
わ
せ
で
そ
の
名
を
口

に
し
た
後
、
し
ば
ら
く
同
僚
と
黙
り
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
普
段
は
確
認
作
業
で
読
む

だ
け
の
こ
の
ペ
ー
ジ
。
ど
れ
だ
け
の
人
が
心

を
痛
め
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
つ

く
る
広
報
紙
で
「
一
喜
一
憂
」
す
る
人
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
気
持
ち
を
込
め
て
取

り
組
み
ま
す
。「
お
ー
い
！
星
に
な
っ
た
友
よ
、

見
て
て
く
れ
」

東海伊佐会
愛知鹿児島県人会　会長

新屋紀武さん　（出身：菱刈荒田）

　伊佐市誕生と同時に東海伊佐会の設
立準備を進め、東海菱刈会 20 周年と東
海伊佐会発足記念を併せて平成 21 年 5

月に初の総会が開催されました。平成 23 年度（第３回）総会
は 5月 29 日（日）名古屋「ローズコートホテル」で開催を予
定しています。
　今後は 150 名程度の参加者を維持できるよう頑張りますの
で伊佐市の皆さまも会員増強にご協力をお願いします。
　会場では毎回ふるさとの特産品を販売し、抽選会の景品にも
用いて人気を博していますので、新たな物産品等の開発に期待
をしております。
　名古屋周辺にも「味噌かつ」「手羽先の唐揚げ」「煮込みうど
ん」「天むす」そして喫茶店の「モーニングサービス」など話
題に事欠かない物が沢山あります。九州新幹線全線開通に合わ
せて、この地にもおいでいただき、会員との交流に役立てて欲
しいものです。
　なお、愛知鹿児島県人会の役員に伊佐市出身者が 5名おり、
『ふるさと伊佐』のＰＲに努めていることを加えさせていただ
きます。


